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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間における日本経済は、国内の円高・株安等の影響に加え、中国をはじめとする新興国

景気の低迷の影響から企業収益や所得環境に悪化の傾向が見られ、依然として景気の先行きに不透明な状況が続い

ております。

 当社グループの業績に関連の深い建築市場におきましても、日銀のマイナス金利政策による住宅ローン金利の低

下による受注増の動きはあるものの、持家の新設住宅着工戸数は前年同期に比べ1.7％増と、ほぼ横ばいで推移いた

しました。

 このような経済環境のもと、当社グループは総合ファスニングメーカーとして、作業性、耐久性、耐震性、そし

て環境保全に適合する付加価値の高い製品の開発・販売に取り組むとともに、グループ内製品の原価低減、不採算

取引の改善等の改善策を実施してまいりました。その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,932百万円(前

年同期比1.1％増)となり、営業損益は前述の改善策の効果等により、前年同期（165百万円の損失)に比べ137百万円

改善いたしましたが、依然として27百万円の営業損失となりました。さらに急激な円高に伴い在外連結子会社の円

建債務について為替差損が発生したことにより、経常損益は126百万円の損失（前年同期は183百万円の損失)、親会

社株主に帰属する四半期純損益は133百万円の損失（前年同期は188百万円の損失)となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末における財政状態は以下のとおりであります。

 資産合計は前連結会計年度末に比べ141百万円減少の10,780百万円となりました。これは受取手形及び売掛金の減

少214百万円、電子記録債権の増加252百万円及び有形固定資産の減少116百万円が主な要因であります。

 負債合計は前連結会計年度末に比べ137百万円増加の7,171百万円となりました。これは電子記録債務の増加113百

万円、短期借入金の増加195百万円及び長期借入金の減少222百万円が主な要因であります。

 純資産合計は前連結会計年度末に比べ279百万円減少の3,609百万円となりました。これは四半期純損失による減

少133百万円、その他有価証券評価差額金の減少77百万円及び為替換算調整勘定の減少71百万円が主な要因でありま

す。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第１四半期連結累計期間の業績は、為替差損の発生等により期初の計画を下回っている状況でありますが、こ

れからの外部環境の変化や収益向上計画等を織り込んだ業績見通しを現在策定中であり、今後、公表している業績

予想に対して修正する必要が生じた時点で速やかに開示する予定であります。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日）、「連結財務諸表に関する会計基

準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 

平成25年９月13日）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、四半期純損失等の表示の変更を行っておりま

す。 

 当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行

っております。

 

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

 当社の有形固定資産の減価償却方法については、従来、主として定率法を採用しておりましたが、当第１四半

期連結会計期間より定額法に変更しております。

 これは、当社グループ内の生産体制の見直しを契機に期間損益の適正化の観点から減価償却方法の見直しの検

討を行った結果、当社の有形固定資産は耐用年数内で概ね安定的に稼働している状況であり、耐用年数にわたっ

て取得原価を均等配分する定額法が有形固定資産の使用実態をより適切に反映できると判断し、変更を行うもの

であります。

 この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金

等調整前四半期純損失はそれぞれ6,804千円減少しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,009,370 1,091,456 

受取手形及び売掛金 1,969,915 1,755,051 

電子記録債権 878,646 1,131,376 

商品及び製品 1,183,099 1,250,643 

仕掛品 312,895 307,884 

原材料及び貯蔵品 653,513 635,793 

その他 74,999 406,501 

貸倒引当金 △4,366 △3,251 

流動資産合計 6,078,072 6,575,455 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,228,897 1,178,822 

機械装置及び運搬具（純額） 753,044 690,699 

土地 1,321,674 1,320,286 

その他（純額） 140,328 137,574 

有形固定資産合計 3,443,945 3,327,383 

無形固定資産 142,519 131,570 

投資その他の資産    

投資有価証券 721,834 624,879 

長期貸付金 413,100 － 

その他 145,014 144,361 

貸倒引当金 △21,855 △22,982 

投資その他の資産合計 1,258,093 746,258 

固定資産合計 4,844,558 4,205,212 

資産合計 10,922,631 10,780,667 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 838,312 883,690 

電子記録債務 538,247 652,141 

短期借入金 2,373,380 2,568,400 

1年内返済予定の長期借入金 944,632 908,655 

未払法人税等 20,301 13,217 

賞与引当金 2,486 29,183 

その他 528,272 597,219 

流動負債合計 5,245,633 5,652,505 

固定負債    

長期借入金 1,452,181 1,229,475 

退職給付に係る負債 15,025 15,025 

その他 321,128 274,607 

固定負債合計 1,788,334 1,519,107 

負債合計 7,033,968 7,171,613 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,550,000 2,550,000 

資本剰余金 1,637,329 1,528,007 

利益剰余金 △732,103 △756,134 

自己株式 △328,769 △328,782 

株主資本合計 3,126,456 2,993,090 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 112,206 34,683 

繰延ヘッジ損益 － △2,708 

土地再評価差額金 28,079 33,964 

為替換算調整勘定 621,920 550,024 

その他の包括利益累計額合計 762,206 615,963 

純資産合計 3,888,662 3,609,054 

負債純資産合計 10,922,631 10,780,667 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年３月31日) 

売上高 1,912,215 1,932,986 

売上原価 1,600,169 1,516,245 

売上総利益 312,045 416,741 

販売費及び一般管理費 477,275 444,199 

営業損失（△） △165,229 △27,458 

営業外収益    

受取利息 402 154 

受取手数料 3,573 2,990 

受取賃貸料 4,322 3,462 

受取保険金 201 4,584 

持分法による投資利益 80 － 

その他 5,173 2,936 

営業外収益合計 13,752 14,127 

営業外費用    

支払利息 17,684 12,960 

為替差損 5,770 85,730 

その他 8,522 14,131 

営業外費用合計 31,977 112,823 

経常損失（△） △183,454 △126,153 

特別損失    

減損損失 1,388 1,388 

特別損失合計 1,388 1,388 

税金等調整前四半期純損失（△） △184,843 △127,541 

法人税等 3,922 5,811 

四半期純損失（△） △188,765 △133,353 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △188,765 △133,353 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年３月31日) 

四半期純損失（△） △188,765 △133,353 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 19,199 △77,522 

繰延ヘッジ損益 △1,630 △2,708 

土地再評価差額金 12,504 5,884 

為替換算調整勘定 848 △71,895 

持分法適用会社に対する持分相当額 0 － 

その他の包括利益合計 30,922 △146,242 

四半期包括利益 △157,843 △279,595 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △157,843 △279,595 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は会社法第452条の規定により、平成28年３月29日開催の第53期定時株主総会決議に基づき、同日付で

その他資本剰余金を109,322千円減少し、繰越利益剰余金を同額増加いたしました。 
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